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必
ず
音
律
理
論
が
存
す
る
。
音
律
の
起
源
は
、
古
い
伝
説
に
よ
れ
ば
、

音
律
と
は
、
音
楽
で
用
い
る
音
の
高
低
を
、
音
楽
的
・
物
理
学
的
根
拠
を
も
っ
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
音
楽
の
存
す
る
所
に
は
、

は
る
か
賞
帝
に
ま
で
か
か
の
ぼ
る
。
音
楽
を
構
成
す
る
要
素
の

ひ
と
つ
で
あ
る
十
二
律
の
起
源
を
黄
帝
に
仮
託
し
た
こ
と
は
、
音
律
の
重
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

儒
家
は
、
音
楽
を
趣
味
・
娯
楽
の
手
段
と
は
考
え
ず
、
倫
理
的
・
政
治
的
功
用
を
期
待
し
て
、
こ
れ
を
尊
重
し
た
。
音
楽
は
、
例
え

ば
天
神
・
祖
先
の
祭
把
に
用
い
ら
れ
、
君
臣
・
父
子
・
長
幼
の
調
和
を
維
持
す
る
効
果
を
持
ち
、
民
情
を
知
る
た
め
の
手
段
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
子
百
家
を
退
け
儒
学
の
み
を
正
統
の
学
問
と
し
た
漢
王
朝
に
あ
っ
て
、
音
楽
の
重
要
性
は

こ
と
に
強
く
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
付
閲
し
て
、
音
楽
の
正
し
い
創
作
や
演
奏
と
い
う
現
実
的
要
求
か
ら
、

必
然
的
に
音
律

の
整
備
が
不
可
欠
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

音
楽
の
基
礎
と
し
て
の
音
律
理
論
の
重
要
性
は
賛
言
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
音
律
の
持
つ
意
義
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

自
然
科
学
の
基
盤
と
し
て
の
性
格
も
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
音
律
研
究
は
、
戦
国
時
代
に
す
で
に
崩
芽
が
認
め
ら
れ
る
が
、

漢
代
に
入
っ
て
、
医
学
・
天
文
学
・
暦
学
な
ど
の
自
然
科
学
が
著
し
く
発
展
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
音
律
の
研
究
も
大
き
な
進
歩
を
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と
げ
る
。

そ
し
て
自
然
科
学
全
体
の
中
で
も
、
音
律
は
特
に
重
大
な
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
自
然
科
学
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
度
量
衡
を
正
確
に
定
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
漢
書
』
律
暦
志
に
は
度
量
衡
の
算
定
方
法
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
十
二
律
の
ひ
と
つ
で
あ
る
黄
鐘
の
管
が
算
定
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
音
律
は
、
音
楽
の
基
礎
と
、
自
然
科

学
の
根
本
原
理
と
の
二
つ
の
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
思
想
史
の
一
分
野
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

彼
の
著
し
た

漢
代
に
は
音
律
の
研
究
が
急
速
に
進
歩
し
、

『
鐘
律
書
』
の
中
に
は
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
学
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
学
説
が
現
わ
れ
た
。
劉
散
は
こ
の
時
代
の
音
律
研
究
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

* 

* 

* 

* 

* 

* 

中
国
に
お
い
て
は
、
音
律
を
算
出
す
る
際
に
、
完
全
五
度
と
完
全
四
度
を
累
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
音
律
を
求
め
る
方
法

が
行
わ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
三
分
損
益
法
」
で
あ
る
。

『
呂
氏
春
秋
』

(
音
律
篇
)

に
す
で
に
見
、
え
る
こ
の
理
論
は
、
漢
代
に
な
る
と

よ
り
精
密
な
計
算
を
用
い
た
た
め
に
進
歩
し
、
劉
献
も
そ
れ
を
受
け
て
論
を
立
て
た
。

劉
散
は
十
二
律
生
成
の
原
理
を
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。

(
黄
鐘
を
)
参
分
し
て
一
を
損
し
、
林
鐘
を
下
生
す
。
林
鐘
を
参
分
し
て
一
を
益
し
、
太
族
を
上
生
す
。
太
族
を
参
分
し
て
一
を

損
し
、
南
呂
を
下
生
す
。
南
呂
を
参
分
し
て
一
を
益
し
、
姑
洗
を
上
生
す
。
姑
洗
を
参
分
し
て
一
を
損
し
、
応
鐘
を
参
分
し
て
一

を
益
し
、
薬
賓
を
上
生
す
。
薙
賓
を
参
分
し
て
一
を
損
し
、
大
呂
を
下
生
す
。
大
呂
を
参
分
し
て
一
を
益
し
、
夷
則
を
上
生
す
。

夷
則
を
参
分
し
て
一
を
損
し
、

爽
鐘
を
下
生
す
。
爽
鐘
を
参
分
し
て
一
を
益
し
、
亡
射
を
上
生
す
。

中
呂
を
下
生
す
。
陰
陽
相
い
生
ず
る
は
、
黄
鐘
よ
り
始
ま
り
て
、
左
旋
し
、

八
八

ili 
を
為
す

律十

聖母
)ヱ参

分
し
て

を
損
し



こ
れ
が
、
音
律
の
基
準
と
な
る
貰
鐘
を
も
と
に
、
損
益
を
繰
り
返
し
て
十
二
の
音
律
を
求
め
る
、
三
分
損
益
法
で
あ
る
。

こ
う
し
て
求
め
た
十
二
律
を
音
の
高
さ
の
順
に
並
べ
て
み
る
と
、

れ
は
譜
例

ωで
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
目
・
爽
鐘
・
中
目
の
三
律
が
、
本
来
の
高
さ
よ
り
八
度
高
い
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
劉
散
の
音
律
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

オ
ク
タ
l
ヴ
に
収
ま
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
音
律
が
音
楽
を
支
え
る
理
論
で

あ
る
と
す
る
な
ら
、
劉
散
の
説
は
不
備
と
断
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
音
楽
と
し

て
望
ま
し
い
音
階
は
、
譜
例
凶
の
よ
う
に
、
大
呂
・
爽
鐘
・
中
呂
の
三
律
を
八

度
低
い
音
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

華Ij飲の音律理論

で
は
、
劉
散
の
求
め
た
音
律
が
不
完
全
な
も
の
と
な
っ
た
原
因
は
何
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
れ
は
三
分
損
益
法
の
運
用
に
由
来
す
る
。

三
分
損
益
法
と
は
〈
三
分
損
一
〉
と
〈
三
分
益
一
〉
を
合
わ
せ
て
一
語
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
黄
鐘
か
ら
林
鐘
を
作
る
に
は
、
黄
鐘
の
音
を
持
つ

管
の
長
き
を
三
分
し
て
、
そ
の
う
ち
一
分
を
損
す
る
(
す
な
わ
ち
三
分
の
こ
の

長
さ
に
す
る
)
。
こ
の
時
、
長
さ
を
「
損
し
た
」
の
で
、
黄
鐘
か
ら
林
鐘
を
「
下

生
し
た
」
と
呼
ぶ
。

こ
う
し
て
求
め
た
林
、
鐘
は
、
責
鐘
よ
り
完
全
五
度
高
い
音

と
な
る
。
ま
た
、
林
鐘
か
ら
太
族
を
求
め
る
に
は
、
林
鐘
の
管
を
三
分
し
て
、

一
分
を
益
す
(
す
な
わ
ち
三
分
の
四
の
長
さ
に
す
る
)
。
こ
れ
は
長
さ
を
「
益
し

35 

た
」
の
で
、
林
鐘
か
ら
太
族
を
「
上
生
す
る
」
と
言
う
。
太
族
は
林
鐘
の
完
全

$0: F 事ロe ヰロロ~ e 草草

薙

e 

譜例(1 ) 

年三三

黄太 中

呂

爽

鐘

大

呂

藤

鐘

亡

射

南

呂

夷

則

林

鐘賓

女古

洗族鐘

つ
ま
り
十
二
律
が

e 非ロE 査骨骨和

義

事骨e 帯百

太 爽

o" 

譜例(2 ) 

骨 干+

黄 大

そ

謄

鐘

亡

射

南

呂

夷

目リ

中本

鐘賓

中

呂

姑

洗鐘族呂鐘
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四
度
下
の
音
と
な
る
。

こ
こ
で
劉
款
の
三
分
損
益
法
を
い
ま
一
度
ふ
り
返
る
と
、

こ
の
〈
三
分
損
一
〉
と
〈
三
分
益
一
〉
を
十
一
回
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
二
律
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

「
(
貰
鐘
を
)
参
分
し
て
一
を
損
し
、
林
鐘
を
下
生
す
」
か
ら
、
最
後
の

実
は
こ
れ
が
原
因
で
、
譜
例
山
の
よ
う
な
不
完
全
な
音
階
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

薙
賓
か

亡
射
を
参
分
し
て
一
を
損
し
、
中
呂
を
下
生
す
」
ま
で
、
終
始
〈
損
一
〉
と
〈
益
一
〉
を
交
互
に
反
復
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
を
避
け
る
に
は

ら
大
呂
を
作
る
際
は
〈
益
一
〉
を
用
い
て
、
大
呂
が
オ
ク
タ

l
ヴ
を
は
ず
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、

そ
の
の
ち
再
ぴ
〈

損
一
〉
と
〈
益
一
〉
の
反
復
を
続
け
れ
ば
よ
い
。

つ
ま
り
麓
賓
よ
り
後
の
〈
損
一
〉
と
〈
益
一
〉
を
す
べ
て
逆
に

す
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
方
法
を
比
較
す
る
た
め
に
譜
面
に
記
せ
ば
、
譜
例
同
の
よ
う
に
な
る
。

実
際
、
劉
散
以
外
の
諸
家
の
説
は
い
ず
れ
も
譜
例

ωの
音
階
で
あ
り
「

9

ず
楽
の
理
論
と
し
て
何
ら
問
題
は
な
い
。

一
例
を
あ
げ
よ
う
。

生
ず
る
所
を
三
分
し
、
之
れ
が
一
分
を
益
し
て
以
て
上
生
す
。
生
ず
る
所
を
三
分
し
、
其
の
一
分
を
去
り
て

以
て
下
生
す
。
黄
鐘
・
大
呂
・
太
族
・
爽
鐘
・
姑
洗
・
仲
呂
・
薙
賓
を
上
と
為
す
。
林
鐘
・
夷
則
・
南
呂
・

無
射
・
応
鐘
を
下
と
為
す
。
ヘ
『
呂
氏
春
秋
』
季
夏
紀
音
律

「
上
と
為
す
L

「
下
と
為
す
」
は
上
生
と
下
生
の
分
類
で
あ
る
。

こ
れ
を
劉
散
説
と
比
較
す
る
と
、
大
呂
・
夷
則

・
爽
鐘
・
亡
(
無
)
射
・
中
(
仲
)
呂
の
五
律
の
上
生
・
下
生
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

J

」
の
ほ

か
、
『
准
南
子
』

(
天
文
訓
)

ゃ
、
劉
故
よ
り
後
で
は
あ
る
が
、
『
札
記
』
月
令
と

『
周
札
』

劉飲説を・・・・・・で示す

骨/""ヨU~ 作/押 U' 官 V

黄林 太南姑 F喜薬大夷爽

の
注
も
、
『
旦
口
氏
春
秋
』
と
同
じ
音
階
を
と
っ
て
い
る
。

大
司
楽

対
す
る
鄭
玄

譜 例 (3 ) 

き

こ
の
よ
う
に
、
劉
散
の
こ
ろ
ま
で
に
、
三
分
損
益
法
は
、
音
楽
の
理
論
と
し
て
一
応
の
完
成
を
み
て
い
た
の
で

出
t

呂

亡

射鐘目リ呂賓主蓮洗呂族鐙鐘



あ
る
。
劉
献
が
こ
の

『
呂
氏
春
秋
』
以
来
の
説
を
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
く
、
完
備
し
た
三
分
損
益
法
を
意
識
的
に
無
視
し
、

こ
と
司
C
〉
わ
に

不
備
な
説
を
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
劉
款
の
学
説
は
早
く
か
ら
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。

(
叩
)

鍾
律
緯
を
作
り
、
前
代
の
得
失
を
論
ず
。
其
の
略
に
云
え
ら
く
」
と
称
し
て
引
か
れ
た
一

『
惰
書
』
律
暦
志
上
に
「
(
梁
の
)
武
帝
、

節
に
、
劉
歓
説
に
対
す
る
論
難
が
見
え
る
。

-
薬
会
邑
)
は
、
義
賓
に
至
っ
て
、
並
に
大
呂
を
上
生
す
。
市
し
て
班

あ
ま
リ

固
の
律
暦
志
は
、
薬
賓
に
至
っ
て
、
伯
り
て
次
を
以
て
下
生
す
。
若
し
班
の
義
に
従
わ
ば
、
爽
鐘
た
だ
長
き
三
寸
七
分
有
奇
。
律
、

若
し
促
き
に
過
ぐ
れ
ば
、
則
ち
爽
鐘
の
声
、

律
呂
を
案
ず
る
に
、
京
(
房
)

-
馬
(
融
)

-
鄭
(
玄
)

一
調
を
成
す
。
中
邑
も
ま
た
調
の
半
ば
を
去
る
。
是
れ
調
な
き
に
過
ぐ
。

劉政の音律理論

劉
款
の
音
階
で
は
、
譜
例
山
の
よ
う
に
大
呂
・
爽
鐘
・
中
呂
が
オ
ク
タ

l
ヴ
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
『
鍾
律
緯
』
は
こ
の
点
を
批
判

す
る
。
「
爽
鐘
の
声
、
一
調
を
成
し
L

と
は
、
爽
鍾
が
本
来
の
音
よ
り
八
度
高
い
た
め
に
、
別
の
調
子
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
、
劉
散
説
で
は
中
日
が
最
も
高
い
音
で
あ
り
、
賞
鐘
か
ら
始
ま
る
一
オ
ク
タ

l
ヴ
の
半
分
近
く
高
い
位
置
に
あ
る
。

こ
の
こ

と
を
「
中
呂
も
ま
た
調
の
半
ば
を
去
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
劉
散
の
方
法
で
は
正
し
い
音
階
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
調

な
き
に
過
ぐ
」
と
言
い
き
る
。

こ
の
見
解
は
、
音
律
を
現
実
の
音
楽
演
奏
の
上
に
運
用
す
る
立
場
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宋
の
沈
括
の

『
夢
渓
筆
談
』

(
楽
律
)
に
も
劉
散
に
対
す
る
同
様
の
批
判
が
見
え
る
。

伍
を
為
す
し
と
。
「
八
八

ぴ
上
生
す
る
と
、
一
た
び
下
生
す
る
と
、
相
い
聞
す
る
(
交
互
で
あ
る
〉
を
謂
う
。
か
く
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
大
呂
よ
り
以
後
、

皆
差
、
っ
。
須
く
葵
賓
よ
り
再
ぴ
上
生
し
て
、
方
に
本
数
を
得
べ
し
。
此
れ
「
八
八

漢
志
に
「
陰
陽
相
い
生
ず
る
は
、
黄
鍾
よ
り
始
ま
り
て
、
左
旋
し
、

八
八

伍
を
為
す
し
と
は

た

律
数

伍
を
為
す
」
の
誤
り
な
り
。

37 

の
批
判
は
、
音
律
を
音
楽
理
論
の
中
に
位
置
づ
け
る
限
り
お
の
ず
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
異

『
鍾
律
緯
』
と
『
夢
渓
筆
談
』
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論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
父
と
と
も
に
広
く
群
書
を
校
定
し
、
「
諸
子
・
詩
賦
・
数
術
・
方
伎
、
究
め
ざ
る
所
な
し
」

『
漢
書
』
本
伝
)

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
博
学
多
通
の
劉
散
が
、
音
律
に
限
っ
て
先
人
の
学
説
を
こ
と
さ
ら
に
曲
げ
て
、
不
完
全
な
説
を

立
て
た
の
は

い
か
に
も
奇
妙
で
あ
る
。
『
鍾
律
緯
』
や
『
夢
渓
筆
談
』
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
誤
謬
と
し
て
退
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、

今
す
こ
し
彼
の
学
説
を
綿
密
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
さ
れ
た
劉
散
の
意
図
が
浮
か
ぴ
あ
が
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

* 

* 

* 

* 

* 

* 

音
律
に
関
す
る
劉
散
の
学
説
の
顕
著
な
特
色
は
、
「
易
」
の
思
想
と
の
関
連
、

」
と
に
象
数
的
な
傾
向
に
あ
る
。
音
楽
の
理
論
で
あ
る

音
律
説
は

一
見
、
「
易
」
と
は
無
関
係
に
思
え
る
が
、
漢
代
に
災
異
説
や
種
々
の
占
術
が
流
行
す
る
過
程
で
、
音
律
説
は
し
だ
い
に
神

秘
的
な
色
合
い
を
付
与
さ
れ
、
音
律
の
生
成
は
陰
陽
の
働
き
が
支
配
す
る
現
象
と
し
て
認
識
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

古
く
は
『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
に
も
音
律
を
陰
陽
で
解
釈
す
る
方
法
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
音
律
自
体
を
陰
陽
で
説
明
す
る
と

一
年
十
二
か
月
そ
れ
ぞ
れ
の
月
に
現
わ
れ
る
陰
陽
の
状
態
を
解
釈
す
る
た
め
に
、
立
回
律
を
十
二
か
月
の
異
名
と
し
て
用
い

(
日
)

た
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
音
律
と
陰
陽
の
関
連
に
は
、

い
う
よ
り

い
ま
一
つ
別
の
形
態
が
出
現
す
る
。

そ
れ
は
音
律
が
三
分
損
益
法
に
よ
っ
て

上
生
と
下
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
成
す
る
過
程
を
、
陰
陽
消
長
現
象
と
し
て
把
握
す
る
試
み
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
京
房
の
音
律
説

に
初
め
て
現
わ
れ
る
。

六
十
律
相
い
生
ず
る
の
法
、
上
を
以
て
下
を
生
ず
る
と
き
、
皆

ニ
は
こ
を
生
ず
。

下
を
以
て
上
を
生
ず
る
と
き
、
皆

は
四

を
生
ず
。
陽
下
り
て
陰
を
生
じ
、
陰
上
り
て
陽
を
生
ず
。
(
『
後
漢
書
』
律
暦
志
上
)

「
三
は
こ
を
生
ず
」
と
は
〈
三
分
損
一
〉
を
一
不
し
、
「
三
は
四
を
生
ず
」
と
は
〈
三
分
益
一
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
京
房
は
そ
れ
を
「
陽
下



り
て
陰
を
生
じ
、
陰
上
り
て
陽
を
生
ず
」
と
、
陰
陽
の
消
長
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
陰
陽
」
と
い
え
ば
「
易
」

の
中
枢

と
な
る
概
念
で
あ
る
。
京
房
の
音
律
説
の
目
的
は
、
音
楽
よ
り
は
む
し
ろ
候
占
の
道
具
と
し
て
の
律
管
を
作
製
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ

「
六
十
律
」
を
考
案
し
た
。

の
た
め
に
名
高
い

(ロ)

張
し
て
い
る
。
京
房
に
や
や
遅
れ
て
現
わ
れ
た
劉
飲
の
音
律
説
が
「
易
」
や
陰
陽
説
の
影
響
を
受
け
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
十
二
律
に
代
わ
っ
て
「
六
十
律
」
を
用
い
る
こ
と
を
、
「
易
L

を
根
拠
に
し
て
主

劉
献
は
「
三
統
」
の
説
明
の
中
で
、
音
律
と
「
易
L

の
結
び
つ
き
を
説
く
。

三
統
と
は
、

物

天
施
・
地
化
・
人
事
の
紀
な
り
。
十
一
月
は
乾
の
初
九
。
陽
気

萌
動
し
、
太
陰
に
鐘
る
。
故
に
黄
鐘
を
天
統
と
為
す
。
律
の
長
さ
九
寸
。

地
下
に
伏
し
、
始
め
て
著
わ
れ
て
一
と
為
り
、
万

六
月
は
坤
の
初
六
。
陰
気

之
れ
を
未
に
桝
ら
せ
、
種
を
し
て
剛

任
を
太
陽
に
受
け
、
養
を
継
ぎ
柔
を
化
し
、
万
物

生
長
し

劉音大の音律理論

彊
大
な
ら
し
む
。
故
に
林
鐘
を
地
統
と
為
す
。
律
の
長
さ
六
寸
。

棟
通
し
、
寅
に
族
出
し
、
人

1
1
1

正
月
は
乾
の
九
二
。
万
物

奉
じ
て
之
れ
を
成
し
、
仁
以
て
之
れ
を
養
い
、
義
以
て
之
れ
を
行

つO
i
-
-
-
故
に
太
族
を
人
統
と
為
す
。

律
の
長
き
八
す
。
(
律
暦
志
)

(
日
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
黄
鐘
が
乾
の
初
九
、
林
鐘
が
坤
の
初
六
、
太
族
が
乾
の
九
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
音
律
と
交
と

の
関
連
を
手
が
か
り
と
し
て
、
劉
散
の
説
に
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
。
「
律
暦
士
山
」
に
言
う
、

五
声
の
本
、
黄
鐘
の
律
よ
り
生
ず
。

九
寸
を
宮
と
為
し
、
或
い
は
損
し
、
或
い
は
益
し
、
以
て
商
・
角
・
徴
・
羽
を
定
む
。

九
六

相
い
生
ず
る
は
陰
陽
の
応
な
り
。
律
は
十
有
二
、
陰
六
を
律
と
為
し
、
陰
六
を
目
と
為
す
。

こ
こ
で
は
十
二
律
が
六
つ
の
陽
律
と
、
六
つ
の
陰
律
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
寸
九
六
」
と
は
「
易
」

の
陽
交
と
陰
交
の
こ
と
で

39 

あ
ろ
う
か
ら
、

}
の
う
ち
、
劉
散
自
身
に
よ
っ
て
一
京
さ
れ

十
二
律
の
す
べ
て
が
陽
交
と
陰
交
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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て
い
る
配
当
は
、
黄
鐘
・
林
鐘
・
太
族
の
三
律
だ
け
で
あ
る
。
残
る
九
律
と
交
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
三
分
損
益
の
順
序

に
従
っ
て
、
陽
律
は
初
九
か
ら
上
九
ま
で
の
陽
叉
叫
、
陸
律
は
初
六
か
ら
上
さ
ま
で
の
陰
交
に
当
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
そ
の

順
序
は
劉
献
に
よ
っ
て

律
は
以
て
気
を
統
べ
物
を
類
す
。

一
に
黄
鐘
と
日
い
、
二
に
太
族
と
日
い
、
三
に
姑
洗
と
日
い
、
四
に
蒙
賓
と
日
ぃ
、
五
に
夷
則

と
臼
い
、
六
に
亡
射
と
日
う
。
(
律
暦
志
)

と
一
不
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
黄
鐘
初
九
と
太
族
九
二
に
統
い
て
、
姑
洗
九
三
、
蒙
賓
九
四
、
夷
則
九
五
、
亡
射
上
九
と
な

ろ、
7
0呂

は一
以方
て
陽陰
を律
旅れま
け
た二f

A 

を
官同

，S; 

一
に
林
鐘
と
日
い
、
二
に
南
呂
と
日
い
、
三
に
応
鐘
と
日
い
、

四
に
大
呂
と
日
い
、

五
に
炎
鐘

と
日
い
、
六
に
中
呂
と
日
う
。
(
律
暦
志
)

で
あ
る
か
ら
、
林
鐘
初
六
、
南
呂
六
二
、
応
鐘
六
三
、
大
呂
六
回
、
爽
鐘
六
五
、
中
呂
上
六
と
な
る
。

こ
こ
で
三
分
損
益
法
と
陰
陽
十
二
支
の
関
係
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

次
の
よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
。
初
九
の
音
が
初
六
の
音
を
生

じ
、
初
六
が
九
二
を
生
じ
、
九
二
が
六
二
を
生
じ
、
六
二
が
九
三
を
生
じ
:
:
:
の
ご
と
く
、
陽
支
(
陽
律
)
と
陰
交
(
陰
律
)
が
交
互

に
生
成
を
繰
り
返
す
。

さ
ら
に
、
陽
律
は
陰
律
を
下
生
し
、
陰
律
は
陽
律
を
上
生
す
る
。
劉
散
は
、
音
律
が
三
分
損
益
に
よ
っ
て
上
生

下
生
す
る
状
態
を
、
陰
陽
の
消
長
現
象
と
し
て
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
劉
款
の
音
律
説
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(一)

十
二
律
が
六
つ
の
陽
律
と
六
つ
の
陰
律
に
二
分
さ
れ
る
。

(ゴ

陽
律
は
黄
鐘
か
ら
、
陰
律
は
林
鐘
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
音
間
隔
で
音
の
低
い
も
の
か
ら
高
い
も
の
へ
と
並
ぶ
。



t三)

陽
律
は
乾
卦
の
六
つ
の
陽
交
に
、
陰
律
は
坤
卦
の
六
つ
の
陰
交
に
配
当
さ
れ
る
。

(四)

三
分
損
益
法
に
お
い
て
、
陽
律
は
下
生
し
て
陰
律
と
な
り
、
陰
律
は
上
生
し
て
陽
律
と
な
る
c

劉
款
説
を
譜
面
で
示
せ
ば
譜
例
凶
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
も
の
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
音
楽
に
と
っ
て
不
備
で
あ
っ
た
劉
款
の

三
分
損
益
法
は
、
「
易
」
の
説
と
の
結
合
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
京
房
が
始
め
た
「
易
」
と

音
律
の
融
合
を
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
数
理
的
に
解
決
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
説
を
立
て
る
に
当
っ
て
、
劉
故
以
前
の

か
。
こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
た
め
に

い
ま
一
つ
傍
証
を
あ
げ
よ
う
。

三
分
損
益
法
で
は
「
易
」
と
の
結
合
の
問
題
が
処
理
で
き
な
い
た
め
に
、
彼
は
三
分
損
益
法
を
意
図
的
に
修
正
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

劉款の音律理論

十
二
律
を
陽
交
と
陰
交
に
配
当
す
る
こ
と
は
、
鄭
玄
も
試
み
て
い
る
。

其
の
相
い
生
ず
る
に
は
、
則
ち
陰
陽
の
六
体
を
以
て
之
れ
を
為
す
。
黄
鍾
は
初
九
、
林
鍾
の
初
六
を
下
生
す
。
林
鍾
ま
た
大
藤
の

応
鍾
ま
た
薙
賓
の
九
四
を
上
生
す
。
薙
賓
ま
た
大
呂
の
六
回
を
上
生
す
。
大
呂
ま
た
夷
則
の
九

九
二
を
上
生
す
。
大
藤
ま
た
南
呂
の
六
二
を
下
生
す
。
南
呂
ま
た
姑
洗
の
九
三
を
上
生
す
。
姑
洗
ま
た
応
鍾
の
六
三
を
下
生
す
。

五
を
下
生
す
。
夷
則
ま
た
爽
鍾
の
六
五
を
上
生
す
。
爽
鍾
ま
た
無
射
の
上
九
を
下
生
す
。
無
射

ま
た
中
日
の
上
六
を
上
生
す
。
(
『
周
札
』
大
師
注
)

十
二
律
を
六
つ
の
陽
律
と
六
つ
の
陰
律
に
二
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
生
成
の
順
序
で
陽
交
と
陰
交
に
当

て
て
い
る
点
は
劉
散
と
同
じ
い
。
し
か
し
鄭
玄
の
三
分
損
益
法
は
、
劉
献
と
は
異
な
る
方
法
|
|
『
呂

氏
春
秋
』
等
の
方
法
1
1
1
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
蒙
賓
以
降
の
上
生
と
下
生
が
、
劉
散
と
は
逆
に

41 

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
鄭
玄
の
説
は
折
衷
的
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に

い
く
つ
か
の

譜例 (4) 
陽 律

芋三言u 二:

初九九九九上

五九

律

記ヨ妄:ta

六上

四 五六

ムノ、

九二・三四

陰

豆

一L ~ーノ、ノ、
。

ー
初

一Lノ、
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矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
上
生
・
下
生
と
、
陽
交
・
陰
交
の
関
係
に
着
目
し
よ
う
。
鄭
玄
の
説
で
は
、
夷
則
・
無
射
の
二
律
は
下
生
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
五
・
上
九
の
陽
交
で
あ
り
、
大
呂
・
爽
鍾
・
中
日
は
上
生
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
音
で
あ
り
な
が
ら
、
六
四
・
六

五
・
上
六
の
陰
交
に
な
っ
て
い
る
。
上
生
は
す
べ
て
陽
交
、
下
生
は
す
べ
て
陰
交
と
な
る
劉
飲
説
に
比
べ
て
整
然
と
し
な
い
。

次
に
音
の
高
き
と
十
二
父
の
順
序
に
目
を
向
け
よ
う
。
陽
律
は
、
劉
散
・
鄭
玄
と
も
黄
鍾
に
始
ま
っ
て
無
射
に
終
わ
り
、
そ
れ
が
初

九
か
ら
上
九
に
配
当
さ
れ
、
説
も
同
じ
く
す
る
。

と
こ
ろ
が
陰
律
は
、
両
者
の
説
が
異
な
る
。
劉
散
説
で
は
、
最
も
低
い
音
は
林
鐘
で
、

そ
れ
が
初
九
で
あ
り
、
続
い
て
南
呂
|
六
二
、
応
鐘

l
六
一
二
、
大
呂

l
六
四
、
爽
鐘
六
五
、
中
目

l
上
六
で
あ
っ
た
(
譜
例

ω参
照
)
。

し
か
し
鄭
玄
の
三
分
損
益
法
で
は
、
音
の
高
き
で
言
え
ば
、
大
呂
・
爽
鍾
・
中
呂
・
林
鍾
・
南
呂
・
応
鍾
の
順
序
と
な
る
。

こ
れ
を
配

当
さ
れ
た
交
の
順
序
で
言
え
ば
、
六
四
・
六
五
・
上
六
・
初
六
・
六
ニ
・
六
三
と
な
る
。

つ
ま
り
音
の
順
序
と
交
の
順
序
が
一
致
し
な

ぃ
。
し
か
し
鄭
玄
の
よ
う
に
、
陰
律
の
第
一
を
大
呂
と
す
る
こ
と
は
、
音
律
理
論
と
し
て
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
り
、
林
鐘
を
第
一
律
と

す
る
こ
と
は
劉
飲
以
前
に
見
え
な
い
方
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
劉
款
が
あ
え
て
林
鐘
が
陰
律
の
第
一
と
な
る
三
分
損
益
法
を
用
い

た
の
は
、
音
律
と
陰
陽
の
整
然
と
し
た
対
応
を
目
的
と
し
た
た
め
だ
と
考
え
て
不
可
は
な
か
ろ
う
。

以
上
の
論
述
か
ら
、
劉
散
が
こ
と
さ
ら
に
音
楽
に
と
っ
て
不
利
な
音
律
の
説
を
立
て
だ
理
由
が
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
彼

は
音
律
を
陰
陽
の
消
長
現
象
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
し
か
し
従
来
の
三
分
損
益
法
に
よ
る
限
り
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
た

め
に
、
意
識
的
に
新
た
な
音
律
説
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

* 

* 

* 

* 

* 

* 



『
鐘
律
書
』
に
書
か
れ
た
劉
款
の
説
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
は
、
数
に
よ
る
万
物
の
秩
序
づ
け
で
あ
り
、
そ
の
数
の
根
拠
を
「
易
」

に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
二
律
の
ひ
と
つ
、
太
族
の
律
管
の
容
積
の
計
算
方
法
を
、
劉
散
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

人
は
天
を
継
宅
地
に
順
い
、
気
を
序
し
物
を
成
す
。
八
卦
を
統
べ
、
入
風
を
調
え
、
八
政
を
理
め
、
八
節
を
正
し
、
八
音
を
譜
え
、

み

八
借
を
舞
い
、
八
方
を
監
、
八
荒
に
被
り
、
以
て
天
地
の
功
を
終
う
。
故
に
八
八
六
十
四
。
其
の
義
は
天
地
の
変
を
極
む
。
天
地

五
位
の
合
、
十
に
終
わ
る
者
を
以
て
、
之
れ
に
乗
じ
て
六
百
四
十
分
と
為
す
。
以
て
六
十
四
卦
に
応
ず
。
太
族
の
実
な
り
。
(
律
暦

志
)

こ
の
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
劉
散
の
律
暦
理
論
に
書
か
れ
て
い
る
数
・
声
・
度
・
量
・
衡
す
べ
て
が
「
易
」
に
も
と
づ
く
数
値
に
よ
っ
て

劉韻の音律理論

縦
横
に
関
連
し
、

い
わ
ば
数
理
的
宇
宙
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
音
律
を
「
易
」
や
陰
陽
で
解
釈
す
る
こ
と
は
劉
散
の
発
明
で
は
な
い
。

し
か
し
、
音
律
以
外
の
事
象
を
も
含
め
て
、
徹
底
的
に
数
の
原
理
に
よ
っ
て
音
律
を
解
釈
し
た
点
に
彼
の
独
創
性
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
が
音
律
を
語
る
時
の
「
九
六
相
い
生
ず
る
は
陰
陽
の
応
な
り
」

「
陰
陽
相
い
生
ず
る
は
、
黄
鐘
よ
り
始
ま
る
」
等
の
こ
と
ば
は

数
理
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
精
密
な
理
論
体
系
に
立
脚
し
て
い
る
。
「
易
」
を
根
拠
に
、
宇
宙
を
数
の
体
系
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
を
意

図
し
た
劉
款
は
、
音
楽
の
基
盤
で
あ
る
音
律
を
、
数
の
体
系
に
矛
盾
な
く
結
合
し
う
る
よ
う
に
意
識
的
に
修
正
し
た
。
劉
散
に
と
っ
て
、

音
律
は
、
数
に
よ
る
統
一
的
世
界
を
構
成
す
る
一
つ
の
要
素
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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注

き

た

ゆ

(
1
)

「
昔
，
賞
帝
伶
倫
を
し
て
律
を
作
為
せ
し
む
。
伶
倫
は
大
夏
の
西
よ
り
、
乃
ち
師
陣
聞
の
陰
に
之
き
、
竹
を
嶋
賂
の
谷
に
取
る
に
、
生
に

ひ
と

し
て
空
簸
の
厚
き
剖
し
き
者
を
以
て
し
、
両
節
の
聞
を
断
つ
。
其
の
長
さ
三
寸
九
分
。
而
し
て
之
れ
を
吹
き
て
以
て
賞
鐘
の
宮
と
為
す
。

ゆ

:
:
:
次
に
十
二
筒
を
制
し
て
、
以
て
院
愉
の
下
に
之
き
、
鳳
皇
の
鳴
く
を
聴
き
て
、
以
て
十
二
律
を
別
か
つ
」
(
『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
古

楽)。
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「
先
王
以
て
楽
を
作
り
徳
を
崇
ぴ
、
闘
に
之
れ
を
上
帝
に
薦
め
、
以
て
祖
考
を
配
す
」
(
『
易
』
珠
)
。

「
楽
、
宗
廟
の
中
に
在
り
て
、
君
臣
同
じ
く
之
れ
を
聴
け
ば
、
則
ち
和
敬
せ
ざ
る
な
し
。
族
長
郷
里
の
中
に
在
り
て
、
長
幼
同
じ
く
之
れ

を
聴
け
ば
、
則
ち
和
順
せ
ざ
る
な
し
。
閏
門
の
内
に
在
り
て
、
父
子
兄
弟
同
じ
く
之
れ
を
聴
け
ば
、
則
ち
和
親
せ
ざ
る
な
し
・
:
・
:
父
子
君

臣
を
A
口
和
し
、
万
民
を
附
親
す
る
所
以
な
り
」
(
『
礼
記
』
楽
記
)
。

わ

れ

あ

(
4
)

「
予
六
律
.
五
声
.
八
音
を
聞
き
、
治
忽
を
在
に
し
て
、
以
て
五
言
を
出
納
せ
ん
と
欲
す
」
k(
『尚室書国

r』
益
稜
)Y。

(
5
)

「
度
は
、
分
・
寸
・
尺
・
丈
・
引
な
り
。
も
と
責
鐘
の
長
さ
に
起
こ
る
。
:
:
:
量
は
、
禽

-
A口
・
升
・
斗
・
糾
な
り
。
多
少
を
量
る
所
以

な
り
。
も
と
責
鐘
の
宙
開
に
起
こ
る
。
:
:
:
権
は
、
録
・
両
・
斤
・
釣
・
石
な
り
。
物
を
称
り
施
を
平
ら
か
に
し
、
軽
重
を
知
る
所
以
な
り
。

も
と
賞
鐘
の
重
さ
に
起
こ
る
」
(
『
漢
書
』
律
暦
志
上
)
。

(
6
)
こ
の
書
は
侠
書
で
あ
り
、
今
は
目
に
し
え
な
い
。
『
漢
書
』
芸
文
志
に
も
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
(
も
っ
と
も
、
『
漢
量
百
』
芸
文
志
は
劉
歓
自
身

が
校
定
を
行
っ
た
書
籍
の
目
録
、
『
七
略
』
を
も
と
に
作
ら
れ
て
お
り
、
劉
款
の
著
作
は
ほ
か
に
も
全
く
著
録
さ
れ
て
い
な
い
て
「
惰
志
」

「
唐
志
」
に
も
そ
の
名
は
見
、
え
な
い
。
そ
こ
で
、
劉
款
の
説
と
し
て
『
鐘
律
書
』
を
扱
う
際
に
、
文
献
学
の
見
地
か
ら
若
干
の
批
判
が
必

要
で
あ
ろ
、
7
0

班
国
は
『
漢
書
』
を
編
纂
す
る
に
当
っ
て
、
「
律
暦
志
」
の
中
に
劉
款
の
説
を
採
用
し
た
と
言
、
っ
。
「
漢
興
こ
り
、
北
平
侯
張
蒼
律
歴
の

と

カ

が

や

事
を
首
め
、
孝
武
帝
の
時
、
楽
官
考
正
す
。
元
始
中
に
至
り
、
王
葬
政
を
乗
り
、
名
誉
を
岬
耀
か
さ
ん
と
欲
し
、
天
下
の
鐘
律
を
通
知

す
る
者
百
余
人
を
徴
し
、
義
和
の
劉
款
ら
を
し
て
典
領
せ
し
む
。
条
奏
し
て
之
れ
を
一
言
う
こ
と
最
も
詳
ら
か
な
り
。
故
に
其
の
偽
辞
を
耐

み
ず
ム
刀

り
、
正
義
を
取
り
て
、
篇
に
著
わ
す
」
と
。
こ
の
一
節
に
対
し
て
顔
師
古
は
、
「
班
氏
自
ら
云
う
、
志
を
作
る
に
、
劉
款
の
義
を
取
る
と
。

此
れ
よ
り
以
下
、
『
用
竹
為
引
者
事
之
宜
也
』
に
詑
る
ま
で
、
則
ち
其
の
辞
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
顔
氏
に
従
う
な
ら
、
「
律
暦
志
上
」
の

ほ
ぼ
半
分
は
劉
款
の
説
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
顔
氏
は
何
を
根
拠
に
「
用
竹
為
引
者
事
之
宜
也
」
ま
で
が
劉
款
の
説

で
あ
る
、
と
明
言
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
鐘
律
書
』
の
名
は
、
後
漢
応
的
の
『
風
俗
通
義
』
に
初
め
て
見
、
え
る
。
巻
六
(
声
音
)
に
、
五
声
(
宮
商
角
徴
羽
)
を
解
釈
し
て
次

•••••• 

の
よ
う
に
言
う
、
「
謹
按
劉
飲
鐘
律
書
、
商
者
章
也
、
物
成
熟
可
章
度
也
。
五
行
為
金
、
五
常
為
義
、
五
事
為
言
、
凡
帰
為
臣
」
「
謹
按
劉

3 2 



劉飲の音律理論

•••• 
歓
鐘
律
書
、
角
者
触
也
、
物
触
地
而
出
、
戴
苦
角
也
。
五
行
為
木
、
五
常
為
仁
、
五
事
為
貌
、
凡
帰
為
民
」
「
謹
按
船
耐
酌
仇
p
i
p
、
宮
者

•••• 

中
也
、
居
中
央
、
暢
四
方
、
倍
始
施
生
、
為
四
声
綱
也
。
五
行
為
土
、
五
常
為
信
、
五
事
為
思
、
凡
帰
為
君
」
「
謹
按
劉
飲
鐘
律
書
、
徴

••••• 

者
祉
也
、
物
盛
大
而
繁
祉
也
。
五
行
為
火
、
五
常
為
礼
、
五
事
為
視
、
凡
帰
為
事
」
寸
謹
按
劉
飲
鐘
律
書
、
羽
者
字
也
、
物
表
蔵
、
宇
覆

之
也
。
五
行
為
水
、
五
常
為
智
、
五
事
為
聴
、
凡
帰
為
物
」
。
今
、
字
句
の
比
較
の
た
め
に
、
原
文
の
ま
ま
示
し
た
が
、
こ
れ
は
、
『
漢
書
』

律
磨
志
の
次
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
「
商
之
為
言
章
也
、
物
成
執
可
章
度
也
。
角
、
触
也
、
物
触
地
而
出
、
戴
苦
角
也
。
宮
、
中

也
。
居
中
央
、
暢
四
方
、
唱
始
施
生
、
為
四
声
綱
也
。
徴
、
祉
也
、
物
盛
大
而
鯨
祉
也
。
羽
、
宇
也
、
物
衆
蔵
、
字
覆
之
也
:
:
:
協
之
五

行
、
則
角
為
木
、
五
常
為
仁
、
五
事
一
為
貌
。
商
為
金
、
為
義
、
為
言
。
徴
為
火
、
為
礼
、
為
視
。
羽
為
水
、
為
智
、
為
聴
。
宮
為
土
、
為

信
、
為
思
。
以
君
臣
民
事
物
言
之
、
則
宮
為
君
、
商
為
臣
、
角
為
民
、
徴
為
事
、
羽
為
物
。
」
応
勧
の
時
、
『
鐘
律
書
』
は
い
ま
だ
散
侠
し
て

お
ら
ず
、
直
接
に
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
じ
く
『
風
俗
通
義
』
に
、
「
春
、
宮
秋
律
、
百
井
必
彫
。
秋
、
宮
春
律
、
万
物
必
栄
。

夏
、
宮
冬
律
、
雨
電
必
降
。
冬
、
宮
夏
律
、
雷
必
発
声
」
な
る
引
用
が
見
え
る
。
こ
の
一
節
は
『
漢
書
』
律
暦
志
に
は
引
か
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
『
惰
書
』
牛
弘
伝
の
、
牛
弘
の
奏
議
文
に
は
「
劉
飲
鐘
律
書
に
云
う
」
と
し
て
、
『
風
俗
通
義
』
と
全
く
同
じ
も
の
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
陪
の
こ
ろ
ま
で
『
鐘
律
書
』
は
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
牛
弘
が
引
い
た
も
の
は
『
鐙
律
書
』
の
う
ち
の
『

漢
書
』
律
暦
志
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
、
唐
初
の
人
、
顔
師
古
が
『
鐘
律
書
』
を
見
た
こ
と
は

充
分
に
想
像
し
う
る
し
、
『
漢
書
』
と
『
鐘
律
書
』
を
対
照
し
た
上
で
「
用
竹
為
引
者
事
之
宜
也
」
ま
で
が
劉
散
の
説
だ
、
と
断
定
し
た
の

で
あ
ろ
、
7
0

以
上
の
こ
と
か
ら
、
劉
飲
は
確
か
に
音
律
を
論
じ
た
書
、
『
鐘
律
書
』
を
著
わ
し
て
お
り
、
班
固
の
『
漢
書
』
編
纂
時
に
、
そ
の
一
部
、

あ
る
い
は
か
な
り
の
部
分
が
そ
の
ま
ま
「
律
暦
志
」
に
採
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
稿
は
、
顔
注
に
従
っ
て
「
律
暦
志
上
」
の

う
ち
の
二
日
備
数
」
か
ら
「
用
竹
為
引
者
事
之
宜
也
」
ま
で
を
劉
飲
自
身
の
言
辞
と
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

(
7
)
こ
れ
よ
り
、
『
漢
書
』
律
暦
志
上
の
う
ち
、
劉
散
の
『
鐘
律
書
』
か
ら
採
っ
た
部
分
は
、
単
に
「
律
暦
志
」
と
称
し
て
引
用
す
る
。

(
8
)
十
二
律
の
絶
対
的
な
占
宣
局
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
本
稿
の
譜
例
は
、
便
宜
的
に
黄
鐘
を
C
と
定
め
た
。

(
9
)
た
だ
『
史
記
』
律
書
に
は
両
説
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
律
書
」
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
篇
と
と
も
に
早
く
侠
し
、
後
人
の
補
筆
に

な
る
と
も
善
一
一
口
わ
れ
、
問
題
を
含
む
の
で
、
本
稿
は
触
れ
な
い
。

45 
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(
叩
)
侠
書
で
あ
り
、
『
惰
書
』
律
暦
志
に
引
か
れ
た
四
条
を
目
に
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
『
惰
書
』
経
一
籍
志
の
経
部
楽
類
に
「
梁
に
鍾
律
緯
六
巻
あ

り
、
梁
の
武
帝
撲
、
亡
」
と
言
、
7
0

(
日
)
例
え
ば
十
月
は
「
応
鐘
の
月
、
陰
陽
通
ぜ
ず
、
閉
じ
て
冬
と
為
る
」
(
季
夏
紀
音
律
)
。

(
ロ
)
十
二
律
が
六
十
律
に
膨
張
す
る
こ
と
を
、
京
一
一
房
は
「
夫
れ
十
二
律
の
変
じ
て
六
十
に
至
る
こ
と
、
猶
お
八
卦
の
変
じ
て
六
十
四
に
至
る
が

ご
と
き
な
り
」
(
『
後
漢
書
』
律
暦
志
上
)
と
言
う
。

•• 

(
日
)
現
行
の
『
漢
書
』
の
刊
本
は
い
ず
れ
も
太
族
を
「
乾
の
九
一
二
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
え
て
「
九
一
一
」
と
定
め
る
こ
と
に
は
、
少
し

説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

王
先
謙
の
『
漢
書
補
注
』
に
は
、
「
九
一
一
」
と
す
る
宋
祁
の
説
と
、
そ
れ
を
駁
す
る
斉
召
南
の
説
を
両
挙
し
て
い
る
。
「
宋
祁
日
く
、
九
三

は
当
に
九
二
に
作
る
べ
し
と
。
斉
召
南
日
く
、
宋
説
非
な
り
。
子
よ
り
午
に
至
る
ま
で
を
乾
卦
の
六
交
と
為
し
、
未
よ
り
亥
に
至
る
ま

で
を
坤
卦
の
六
支
と
為
す
。
此
れ
、
人
の
寅
に
生
ま
る
る
を
一
言
う
。
正
に
是
れ
乾
の
九
三
、
泰
卦
三
陽
の
象
、
九
二
に
非
ざ
る
な
り
。
」

い
わ
ゆ
る
十
二
消
息
卦
の
考
え
方
で
は
、
復
・
臨
・
泰
・
大
壮
・
夫
・
乾
・
垢
・
遜
・
否
・
観
・
剥
・
坤
の
十
二
卦
が
、
子
・
丑
・
寅
・

卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
成
・
亥
の
十
二
辰
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
太
族
(
寅
)
に
当
る
泰
卦
は
、
初
交
・
二
叉
・
三

交
が
陽
支
で
あ
る
。
斉
召
南
は
十
二
消
息
卦
の
説
に
よ
っ
て
、
太
族
を
泰
卦
に
結
び
つ
け
、
泰
卦
の
交
の
形
か
ら
「
九
三
一
」
と
し
た
の
で

糸
町
ヲ
@
。し

か
し
斉
召
南
の
説
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
で
従
い
が
た
い
。
劉
款
は
十
二
律
と
十
二
辰
を
結
び
つ
け
て
は
い
る
が
、
十
二
消
息
卦
に

は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
理
由
の
第
一
で
あ
る
。
ま
た
、
劉
款
は
林
鐘
を
「
初
六
」
と
一
言
、
つ
が
、
林
鐘
に
相
当
す
る
遜
卦
は
初
予
〈

と
ニ
交
が
陰
交
で
あ
る
か
ら
「
六
二
」
と
称
す
る
べ
き
で
あ
る
。
『
周
礼
』
大
師
の
注
に
鄭
玄
が
「
林
鍾
初
六
」
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

疏
が
「
林
鍾
は
未
に
在
り
。
二
陰
叉
生
ず
る
も
初
六
と
為
す
を
得
る
は
、
陰
を
以
て
の
故
に
、
位
を
退
き
て
未
に
在
り
」
と
解
釈
す
る
の

は
附
会
の
感
を
免
れ
な
い
し
、
そ
も
そ
も
劉
款
が
こ
の
よ
う
な
考
え
で
、
林
鐘
を
初
六
に
し
た
と
は
思
え
な
い
、
こ
れ
が
理
由
の
第
二

0

•• 
劉
款
は
「
乾
の
初
九
」
「
坤
の
初
六
」
と
、
「
乾
」
「
坤
」
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
十
二
律
を
十
二
消
息
卦
に
配
し
た
の
で
は

な
く
、
乾
坤
の
二
卦
の
持
つ
十
二
支
に
配
し
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
、
こ
れ
が
理
由
の
第
三
。
斉
召
南
は
「
子
よ

り
午
に
至
る
ま
で
を
乾
卦
の
六
支
」
と
し
、
「
未
よ
り
亥
に
至
る
ま
で
を
坤
卦
の
六
支
」
と
言
う
が
、
「
子
よ
り
午
」
な
ら
七
交
、
「
未
よ
り
亥
」
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な
ら
五
支
で
あ
る
。
こ
の
一
点
だ
け
で
も
斉
召
南
の
説
は
破
綻
す
る
、
こ
れ
が
第
四
の
理
由
で
あ
る
。

• 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
劉
献
が
太
族
を
「
乾
の
九
二
」
と
し
た
と
断
定
で
き
る
。

(
大
学
院
学
生
)


